
福島県主催
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プログラムについて

ふくしまふくしみらいキャンパスとは？

「ふくしまふくしみらいキャンパス」は、福島県内で活躍する若手介護
職員と、介護・福祉業界で積極的に多様な取り組みを行っているサポー
ター講師を招き、学校に訪問して行うキャリア教育プログラムです。

このプログラムの目的は、介護や福祉の仕事の魅力や社会的意義を
多角的な視点から高校生に伝えることです。介護や福祉に興味があるか
どうかに関わらず、生徒たちが自分の価値観を見つめ直し、社会の中で
自分たちがどのように貢献できるかを考えるきっかけを提供します。

福島をはじめ、全国各地で少子高齢化が進み、
社会が抱える課題はますます多岐にわたることが予測されています。

このプログラムを通じて、
社会に貢献するさまざまな方法を学び、

自分にできることを考えながら、
「福島の未来を担う人材の育成」を目指します。
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福島県は全国平均を上回るスピードで高齢化が進んでおり、今後ますます介護職の重要性が増すことが
予想されます。

本プログラムでは、福祉・介護の仕事が社会課題にどのように取り組んでいるかを理解し、授業を通じ
て生徒たちが福祉・介護に対する新たな視点を得ることができるようサポートします。また、サポータ
ー講師の経験を通じて、進路やキャリア形成について前向きに考えるきっかけを提供します。

高齢化や人口減少が進む中で、どのようなスキルを高め、キャリアを描いていきたいかを考えるきっか
けを作り、「福島の未来を担う人材の発掘」を目指します。

参加後に期待される意識変容（一例）

この授業を通して目指すこと

福祉・介護業界を新しい視点で理解し、進路の選択肢を広げる

●介護って大変な仕事だと思ってた
けど、実際に楽しんでいる人の話を
聞いて驚いたし、ちょっと興味が湧
いた！

●社会貢献の方法って、実は色々あ
るんだと気づいた。

●自分にとってやりがいを感じて働
けることはなんだろうか知りたくな
った。

福祉系コース
の生徒

福祉系コース
以外の生徒

●介護・福祉の仕事が社会にどれだけ
貢献しているかを改めて実感できた。

●介護職には大変な面もあるけど、や
りがいや人の役に立っている実感があ
ると聞いて、選択肢に入れてみようと
思った。

●介護の仕事に就きたいという気持ち
が高まった！
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プログラムの流れ

1．イントロダクション （所要時間：5～15分）

授業の趣旨を説明した後、介護の仕事に対する

イメージをアンケートで記入してもらい、

その結果を授業の進行に参考にします。

授業の時間は２コマを主に想定しています（ご希望に合わせて1コマでも調整可能）。

一方的な講義形式ではなく、対話形式の時間を設け、受講者との学び・気づきを促します。

内容・実施時間・実施形態などは、ご希望に合わせて調整いたします。

2．サポーター講師の講話 （所要時間：20～40分）

サポーター講師が自身の経験や活動について、スラ

イドなどの資料を活用し、視覚的にも分かりやすく

話します。講話の内容は、各学校の希望を反映させ

て準備いたします。

3．若手介護職員の講話 （所要時間：10～20分）

介護の世界で活躍している卒業生や、近隣の事業

所で働く若手介護職員が登壇します。高校生にも

近い目線で、分かりやすく介護職のやりがいや現

場でのエピソードを紹介します。

4．グループワーク・まとめ （所要時間：10～25分）

■プログラム内容（一例）

参加生徒はグループワークや意見交換を通じて学び

や気づきを言語化し、他者の意見から新たな気づき

を得る時間を設けます。最後に再度アンケートを実

施し、授業後の介護職へのイメージの変化を確認し

ます。



サポーター講師情報
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全国で注目を集める起業家、テクノロジー開発者、
地域づくりの実践者など、

介護・福祉の枠を超えて活躍する多彩なゲストから
ご希望に応じて講師をお選びいただくことが可能です。

福島の高校生に向けて、心を動かすストーリーと
生き方・働き方のヒントが詰まった

“リアルな学び”を届けます！

今年度の登壇予定サポーター講師候補について



サポーター講師一覧
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※講師の登壇上限に達した場合、受付を締め切ることがありますので、希望する講師がいる場合はお早めにお申し込みください。

日程が未定の場合でもお申し込みいただくことが可能です。

サポーター
講師(敬称略)

キーワード

①社会福祉法人

ライフの学校

・福祉施設を地域の学びの拠点に

・地域でつくる支え合いコミュニティづくり

②株式会社
ビジョナリー

・日本一マッチョが多い介護の会社

・なりたい自分を諦めない

③濱野 将行
・一般社団法人えんがお代表理事

・地域コミュニティ

・社会課題を地域で解決

④萩原 涼平
・NPO法人ソリッサ代表理事

・高齢者の孤立・孤独

・地域と若い世代の繋がり

⑤はたつん
・介護系インフルエンサー

・介護の日常を明るく発信

⑥遠藤 康弘

・シニアリンク・コミュニケーション株式会社

代表取締役

・自身の原体験から起業

サポーター
講師(敬称略)

キーワード

⑦田中 亜利砂
・株式会社Picto Care 代表取締役

・ピクトグラムを活用したアプリを開発

⑧杉浦 太紀
・株式会社Magic Shields 取締役COO

・転倒骨折予防に特化した床材を開発

⑨小口 貴幸

・一般社団法人KAiGO PRiDE 理事

・介護人材不足に挑む

・クリエイティブな発想で社会に貢献

⑩中浜 崇之

・株式会社Salud 代表取締役

・自分らしく死ねる社会を創るために

・介護の仕事の魅力

⑪上条 百里奈

※2025年6月～9月は
お受けできない期間と

なります。

・白梅学園大学研究員

・モデル・介護福祉士



サポーター講師情報
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ライフの学校は、仙台市若林区に位置する法人で、「福祉を地域にひらく」を理念に
掲げている。子どもたちが福祉の仕事を体験できる「ふくしの教室」や、施設内で暮
らすパートナー（利用者）の人生を「聞き書き」を通じて振り返る「ライフストーリ
ー学」を提供している。パートナーが地域の伝統的な料理を子どもたちに教えたり、
昭和の遊びを紹介するプログラムも日常的に行っている。また、介護施設内には駄菓
子屋や学習スペースもあり、地域の人々との交流の場として利用されている。これら
を通じて、地域全体での学びと支え合いのコミュニティづくりを推進している。

365日「いのち」と「暮らし」と「生きる」のオープンキャンパス

■関連サイト

■講義テーマ例

・福祉施設を地域の学びの拠点に！ライフの学校の地域貢献と共生の実践

・地域を巻き込む力：福祉活動を通じて地域社会を活性化させる方法

引用：こここ| マガジンハウス

https://co-
coco.jp/series/nursing/gakkou-life-
3/

①社会福祉法人 ライフの学校

https://co-coco.jp/series/nursing/gakkou-life-3/
https://co-coco.jp/series/nursing/gakkou-life-3/
https://co-coco.jp/series/nursing/gakkou-life-3/


サポーター講師情報
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愛知県を中心に全国27箇所で障害福祉サービスを運営。「日本一マッチョが多い介護の会
社」として、介護業界のイメージ刷新と課題解決に取り組んでいる。フィットネス実業団
「7SEAS（セブンシーズ）」を立ち上げ、介護とフィットネスを融合させた「マッチョ介
護士」の取り組みは、深刻な人材不足に対して効果を上げるだけでなく、利用者やその家
族にポジティブな印象を与え、好評を得ている。
また、障害福祉施設の利用者とその家族を対象にした福祉キャンプイベント「LIFE 
SCOUTS（ライフスカウツ）」の開催、福祉業界のDX化やITサービスの導入など、さま
ざまな取り組みを実施している。介護業界に新たな風を吹き込むことを目指している。

■関連サイト

■講義テーマ例

・「なりたい自分」を諦めなくていい世界にするために

・日本一マッチョが多い介護の会社がさまざまな挑戦を続ける理由

引用：福祉キャンプコミュニティ『LIFE 
SCOUTS（ライフスカウツ）』が 初のキャン
プイベントを開催｜TIMES VISIONARY

https://visionary.day/news/lps6k0_y05s

②株式会社ビジョナリー

介護業界に新たな風を！全国メディアで注目される

「日本一マッチョが多い介護の会社」の挑戦

https://visionary.day/news/lps6k0_y05s
https://times.visionary.day/


サポーター講師情報
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平成3年、栃木県出身、作業療法士。大学卒業後、老人保健施設で勤務する中で、地域の高

齢者の孤立という現実に直面。孤立が健康を害する様々なリスクにつながることを実感し、

孤立の予防・解消を多世代の力で実施することに取り組む。現在、徒歩２分圏内に所在する

7軒の空き家を活用し、高齢者サロンや子ども向けスペース、地域食堂・フリースクール・

障害者向けグループホームなどを運営。子供から高齢者まで、そして障がいの有無に関わら

ずすべての人が日常的に関われる「ごちゃまぜの地域づくり」を行っている。

「地域コミュニティ」の力で高齢者の孤立の

問題を解決する次世代リーダー。

”社会課題解決”、”地域づくり”に関心ある

学生の心を掴む。

■関連サイト

■講義テーマ例

・地域コミュニティを活用した高齢者の孤立解消に向けた取り組み

・空き家を活用した地域づくりの具体例とその影響

・地域の力を最大化する！地域づくりの最前線 引用：サストモ｜Yahoo! JAPAN

https://sdgs.yahoo.co.jp/originals/
197.html

③濱野将行
一般社団法人えんがお 代表理事

はまの まさゆき

https://sdgs.yahoo.co.jp/originals/197.html
https://sdgs.yahoo.co.jp/originals/197.html


サポーター講師情報
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22歳の頃に高齢者の孤立や孤独を解消するためにNPO法人ソンリッサを立ち上げる。

事業の運営やマネタイズを一から学ぶために、社会課題を産官学連携で解決するソー

シャルスタートアップ２社で修行。現在は、ひとりで抱えずに優しいつながりがあふ

れる社会を目指し、群馬県内で「まごマネージャー」による独自の伴走型支援と新た

な地域自治を作るために活動をしている。ぐんま地域づくりAWARD大賞受賞。

「ひとりで抱えずに優しいつながりがあふれる

社会をつくる」をビジョンに掲げ、高齢者の孤

立・孤独を解消するために活動する。

■関連サイト

■講義テーマ例

・高齢者の孤立・孤独を解消するために

・若い世代が活躍する地域のつくり方

・学生時代の想いからNPO法人設立へ。社会課題解決への歩み

引用：CULUMU / インクルーシブデザ
インスタジオ｜Note

https://note.com/culumu/n/n092e
2395dc66

④萩原涼平
NPO法人ソンリッサ 代表理事

はぎわら りょうへい

https://note.com/culumu/n/n092e2395dc66
https://note.com/culumu/n/n092e2395dc66


サポーター講師情報
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⑤はたつん

介護福祉士 / インフルエンサー

音楽活動を行いながら、地域密着型通所介護施設にて勤務経験あり。2021年、

「はたつん介護士」のTikTok投稿が60万回再生される。現在、YouTubeでは4万

人の登録者を有し、TikTok、InstagramなどのSNSで総フォロワー数15万人超、

総再生回数は7000万回。介護士を応援する介護士として、各SNSでライブ配信や

動画投稿を行なっている。最近では、講演会や福祉イベント、オンラインレクリ

エーションなどを通じて積極的に視聴者と交流している。

【保有資格】

・介護福祉士 ・音楽健康福祉士1級・音楽健康指導士2級・レクリエーション介護士2級認定講師

日々介護にまつわる情報発信を行う

介護系インフルエンサー。

介護職から多くの共感を集め、

全国の介護職から人気を集める。

■関連サイト

■講義テーマ例

・高齢者向けレクリエーションの「意義」と「居場所」について

・介護のやりがいや魅力を生徒と同じ目線で考える

・高齢者と比較し、自分たちと同じところ違うところを一緒に考える

引用：「介護系インフルエンサー」として活躍
する現役介護士に聞いた、「視聴者を惹きつけ
る要素」とは | HELPMAN JAPAN

https://helpmanjapan.com/article/13555

https://helpmanjapan.com/article/13555


サポーター講師情報
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1984年生まれ。二本松市（旧岩代町）出身。1男2女、3児の父親。

法政大学卒業後、ブライダル企業、介護領域企業の上場企業を２社、

スタートアップを１社経験し、2016年に創業。

「要介護高齢者」にあったらいいなを創る企業として施設内で買い物を楽しめる訪問

デパート事業、メイクまで楽しめる訪問理美容事業を全国で1800施設ほどに展開中。

受賞歴：ふくしまベンチャーアワード2017最優秀賞、第6回ふくしま産業賞特別賞等

■関連サイト

■講義テーマ例

・ 買い物が大好きだった祖母が介護状態になり、

表情が暗くなっていく原体験から起業に至るまで

・介護の選択肢を広げる！介護保険外サービスの可能性と試み

・介護と美容の融合―訪問美容、訪問アパレルがもたらす癒しと支援

引用：ビズスタふくしま｜福島県商工

労働部産業振興課

https://f-bizsta.jp/interview_25/

⑥遠藤 康弘
シニアリンク・コミュニケーション株式会社 代表取締役

介護の新しい形を作り出す！

枠を超えたサービスで、より豊かな生活を支援

えんどう やすひろ

https://f-bizsta.jp/interview_25/


サポーター講師情報
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看護師・修士（順天堂大学）で、現在は埼玉医科大学大学院医学研究科博士課程

在籍。JST科研費基盤（C）研究代表として2度採択。臨床経験を活かし、高齢者

のADL（日常生活動作）をピクトグラムで評価するアプリ「Picto-BI」を開発。

2024年に株式会社Picto Careを設立し、代表取締役に就任。

介護現場のDXと高齢者の健康寿命延伸を目指して活動。

OICCC2023・大阪公立大学ヘルステックスタートアップス2023・ふくしまベン

チャーアワード2024で最優秀賞獲得。

■関連サイト

■講義テーマ例

・なぜ私はピクトグラムを活用したアプリを開発したのか

・介護の現場に必要な見える化ーピクトグラムでの情報伝達の革新

・言葉の壁を超える！ピクトグラムを使った新しいアプローチ

引用：祝！優秀賞 大阪公立大学ヘル
ステックスタートアップス2023

田中 亜利砂｜Discover Active Nurse

https://cango.blog/osaka2023/

⑦田中亜利砂
株式会社Picto Care 代表取締役

高齢者の健康寿命延伸を目指して

介護DXに挑む

たなか ありさ

https://cango.blog/osaka2023


サポーター講師情報
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総合病院で理学療法士として10年間勤務し、急性期から慢性期まで幅広い分野の

リハビリテーションを経験。2016年、グロービス経営大学院に通学し、

知り合った仲間とともに株式会社Magic Shieldsを共同創業。

転倒骨折予防に特化した床材「ころやわ」を開発。特殊な技術を使用した床材で、転

倒時に衝撃を吸収し、骨折リスクを大幅に減少させる効果を発揮。介護現場への導入

を進め、さらに高齢者の安全性向上に貢献している。「ころやわ」は国内外で注目を

浴び、数々の賞を受賞している。

■関連サイト

■講義テーマ例

・スタートアップ企業の創業について：ゼロからの事業立ち上げ

・医学×工学の融合！

異なる専門家が力を合わせて生み出した「ころやわ」

・「ころやわ」で実現する高齢者の転倒骨折予防

引用：転倒骨折対策で選ぶなら「ころやわ®︎」

｜株式会社Magic Shields

https://www.magicshields.co.jp/coroyawa/

⑧杉浦 太紀
株式会社Magic Shields 取締役COO

転倒骨折予防に特化した床材「ころやわ」

の生みの親

すぎうら たいき

https://www.magicshields.co.jp/coroyawa/
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2019年、故郷山形をクリエイティブの力で次の世代に残すために(株)next is eastに参

画。父親の介護を通して、介護職のカッコよさと、必要な知識が若年層に届いていない

実態を痛感。これを受け、一般社団法人KAiGO PRiDEのプロジェクトに参加し、法人を

立ち上げオペレーション全般を担う。また、全国で「魅力発信できる介護職」の養成に

も取り組んでいる。加えて、日本ファンドレイジング協会の準認定ファンドレイザーと

して、資金調達の支援にも従事している。

介護職をカッコよく！業界の魅力を広め、

クリエイティブな発想で社会に貢献

■関連サイト

■講義テーマ例

・介護職の魅力発信を通じて業界改革。KAiGO PRiDEの活動とは？

・社会にポジティブな変化を。KAiGO PRiDEの活動から学べること

・クリエイティブの力で地域を活性化。介護人材不足に挑む

引用：クリエイティブの力で“介護職員
自身に誇りを”介護の魅力発信を行う
「一般社団法人KAiGO PRiDE」

| HELPMAN JAPAN

https://helpmanjapan.com/article/12
402

⑨小口貴幸
一般社団法人KAiGO PRiDE 理事

(株)next is east COO

こぐち たかゆき

https://helpmanjapan.com/article/12402
https://helpmanjapan.com/article/12402


サポーター講師情報
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18歳のときに1日デイサービス体験を通じて、おじいちゃんおばあちゃんとの会話が楽し

かったことがきっかけで介護の仕事を始める。『自分らしく死ねる社会を創る』という

理念のもと、テレビ東京『TOKYOガルリ』やTBS『好きか嫌いか言う時間』に出演した

り、『週刊東洋経済』や『夢を育てるみんなの仕事300』（講談社）に取材記事が掲載さ

れるなど、介護福祉業界の魅力を広める活動を行っている。現在は全国で講演等を行い、

介護福祉の重要性とその可能性について広く伝えている。

自分らしく死ねる社会を創るために、

介護の力で社会に変革を

■関連サイト

■講義テーマ例

・介護・福祉は誰のためのものか？社会的役割とその意義を考える

・介護の魅力を発信する理由

・自分らしく生き、最期を迎えるために

引用：【ぶっちゃけ介護の仕事は好
き？】介護福祉士 中浜崇之さん ウブ
マグインタビュー｜Ubdobe TV

https://youtu.be/meYWHtUacI0?fe
ature=shared

⑩中浜崇之
株式会社Salud 代表取締役

なかはま たかゆき

https://youtu.be/meYWHtUacI0?feature=shared
https://youtu.be/meYWHtUacI0?feature=shared


サポーター講師情報
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⑪上条 百里奈

白梅学園大学研究員/介護福祉士

中学時代から介護ボランティア、その後介護福祉士として病棟、特養、老健、

在宅支援等、現場経験は約20年に渡る。介護現場で直面した情報不足による介

護虐待や介護職の過重労働に課題意識を持ち、発信力を求め22歳からモデルと

しても活動。テレビのコメンテーターやドラマの介護監修等も手掛け、大学で

の講師や研究員を務める。日本介護福祉学会評議員。

介護福祉士・モデルとして活躍。

全国で介護の魅力発信のための講演実績多数。

■関連サイト

■講義テーマ例

・高齢者介護の仕事は、全世代の生きる希望を生む

・科学的根拠に基づくケアの支援

・なぜ私は介護に魅力を感じるのか

引用：#なにゆえ私が福祉職キャンペ

ーンサイト | 東京都福祉局
https://www.fukushijinzai.metro.to
kyo.lg.jp/hello-essential-work/pr-
gekkan/interview/5/

かみじょう ゆりな

※ 2025年6月～9月はお受けできない期間となります。

https://www.fukushijinzai.metro.tokyo.lg.jp/hello-essential-work/pr-gekkan/interview/5/
https://www.fukushijinzai.metro.tokyo.lg.jp/hello-essential-work/pr-gekkan/interview/5/
https://www.fukushijinzai.metro.tokyo.lg.jp/hello-essential-work/pr-gekkan/interview/5/


（参考)過去授業実績



授業の満足度

令和5年度には7校で計10回の授業を実施し、282名の生徒

が参加、続く令和6年度には11校で計15回の授業を実施し、

351名の高校生に参加していただきました。

昨年度(令和6年度)の参加生徒に実施した授業アンケートで

は、5段階評価において、授業満足度が評価5(非常に満足) 

と評価4(満足)を合わせて90.6%となり生徒の高い満足度に

つながる授業を実現いたしました。これを踏まえ、今年度も

充実したプログラム内容を用意しております。

■授業の満足度について（n=351）

●1人で暮らす高齢者は思っていたよ
りもたくさんいて驚いた。自分の祖父、
祖母はもちろん、地域の高齢者の方に
も優しく接していきたい。

●介護や福祉の仕事はきつくて大変な
事が多そうと思っていたけど、話を聞
いてみて楽しい事や、やりがいもたく
さんあることを知った。

福祉系コース
の生徒

福祉系コース
以外の生徒

●進路で結構悩んでいて、今日、介
護職員の方の話を聞いて、将来自分
も地域社会づくりのために頑張りた
いと思いました。

●『〇〇さんがいるからデイに来た
んだよ』と言ってくれたら私も嬉し
いだろうなと感じた。

■昨年度実施のアンケート結果から一部抜粋
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介護・福祉の仕事への関心度の向上

昨年度の授業アンケートでは、介護・福祉の「仕事」への関心度を5段階評価で参加生徒に回答しても

らいました。評価5（非常にある）と評価4（ある）が合わせて授業前は41%でしたが、授業後には

79%に増加し、仕事への関心度が大幅に上昇しました。

「知らない世界を知るきっかけになった」「将来を考える良いきっかけになった」「今の日本の介護の

課題を調べ、それをどう改善していったらいいかを考えてみたいし、自分にできることがあれば、何か

やってみたい」という意見が寄せられ、介護・福祉の仕事への興味の有無に関係なく、参加した生徒全

員に何かしらの学びや気づきを提供できる内容であったことが示されました。

■介護・福祉の「仕事」への関心度 授業前後の変化（全体）

•授業前：41%
•授業後：79%
+38ポイントUP
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実施の様子
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YouTubeまたはポータルサイトで

過去の授業の様子を紹介しています。

ぜひご覧ください！



❶ お申し込み
・下記URLまたはQRから「ふくしま ふくしみらいキャンパス
参加申込フォーム」に必要事項をご記載ください。
【URL】https://form.run/@fukushimafukushi2025

❷ サポーター講師・日程調整
・事務局からご連絡し、ご相談の上でサポーター講師の調整、
日時の決定などを行います。

❸ 授業についての事前打ち合わせ
・事前に打ち合わせをさせて頂き、当日の流れの確認を行います。

❹ 授業実施

24

申込みフォームQR

【主催】 福島県（担当：福島県保健福祉部社会福祉課）

【お問い合せ先】株式会社Blanket（運営受託事業者）

contact@blan-ket.com 03-6801-5628

https://form.run/@fukushimafukushi2025
mailto:contact@blan-ket.com
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